
２０２２
2月号

昨年の国府宮はだか祭・大鏡餅奉納

■令和２年度各会計決算
決算認定賛否表、提言書の提出について ・・・・・・・・・・・・・ P２
各会計決算総括表、決算認定議決結果・・・・・・・・・・・・・・・ P３

■１２月定例会
一般会計補正予算、同意案、請願、意見書 ・・・・・・・・・・・・・ P４
質疑・一般質問（14人）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P５～P１１
議決結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P１２

■３月定例会開催予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P１２



9
月
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
一
般
会
計
等
9
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
10
月
18
日
、
19
日
、

20
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。（
令
和
2
年
度
各
会
計
決
算
に

つ
い
て
は
、
3
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。）

各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
が

決
算
書
及
び
決
算
説
明
資
料
の
内
容

（
費
用
対
効
果
等
）
に
つ
い
て
質
疑

を
し
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か

審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
定
例
会
初
日
（
12
月

7
日
）
に
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報

告
し
た
後
、
賛
成
、
反
対
の
討
論
を

1
名
ず
つ
の
議
員
が
行
い
、
採
決
の

結
果
、
す
べ
て
の
会
計
決
算
を
認
定

し
ま
し
た
。

決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
た
か
だ
け
で
は

な
く
、
事
業
成
果
や
投
資
効
果
に
も
着
目
し
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
も
問
い
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
、
審
査
に
お
け
る
委
員
の
意
見
を
整
理
し
、
議
論
を
重
ね
、

新
年
度
予
算
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
行
財
政
運
営
や
政
策
に
関
す
る
提
言
を

ま
と
め
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

①
　
稲
沢
市
の
I
C
T
化
推
進
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
学
習
を
推
進

し
、
自
宅
学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
市
役
所
の
業
務
に
お
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
I
C
T
を
有
効
活
用
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

②
　
脱
炭
素
社
会
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
）
の
実
現
に
向
け
て

・
新
た
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
お
い
て
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
啓
発
に
も
努
め
ら
れ
た
い
。

③
　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

・
旧
1
市
2
町
の
合
併
に
よ
っ
て
同
種
施
設
が
複
数
存
在
す
る
現

状
を
見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
、
借
地
の
解
消
、
資
産
の
売
却
、

官
民
連
携
の
推
進
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
公
共
施

設
の
再
編
に
努
め
ら
れ
た
い
。

令
和
２
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

※ 全員が賛成した議案は記載を省略しています。
※ 服部猛議員は議長のため、採決には加わりません。

（○は賛成、●は反対）

議員名

認定番号

野
々
部
尚
昭

曽
我
部
博
隆

星

野

俊

次

平

床

健

一

杤

本

敏

子

六

鹿

順

二

出

口

勝

実

服

部

　

猛

長

屋

宗

正

網
倉
信
太
郎

木

村

喜

信

吉

川

隆

之

東

野

靖

道

木

全

信

明

志

智

　

央

冨

田

和

音

岡

野

次

男

加

藤

孝

秋

大

津
　

敏

服
部
礼
美
香

津

田

敏

樹

近

藤

治

夫

黒

田

哲

生

北

村

太

郎

平
野
賀
洋
子

杉

山

太

希

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た

提
言
書
の
概
要



※1 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分損益勘定留保資金等で補填しました。
※2 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

単位：円

 認定第 1号 令和2年度稲沢市一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 認定

 認定第 2号 令和2年度稲沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 認定

 認定第 3号 令和2年度稲沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 認定

 認定第 4号 令和2年度稲沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 認定

 認定第 5号 令和2年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成 認定

 認定第 6号 令和2年度稲沢市病院事業会計決算認定について 全員賛成 認定

 認定第 7号 令和2年度稲沢市水道事業会計決算認定について 全員賛成 認定

 認定第 8号 令和2年度稲沢市公共下水道事業会計決算認定について 全員賛成 認定

 認定第 9号 令和2年度稲沢市集落排水事業会計決算認定について 全員賛成 認定

議案番号 件　　名 認定結果

会 計 名

一 般 会 計

一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 　 合 計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

稲 沢 西 土 地 区 画 整 理 事 業

小 計

病 院 事 業

水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

集 落 排 水 事 業

歳 入 額 歳 出 額 差 引 額

会 計 名 収 入 額 支 出 額 差 引 額

 67,299,876,668 65,329,457,601 1,970,419,067

 12,169,073,344 11,900,494,568 268,578,776

 9,627,504,112 9,352,187,463 275,316,649

 3,666,740,620 3,621,801,599 44,939,021

 720,739,292 329,514,988 391,224,304

 26,184,057,368 25,203,998,618 980,058,750

 93,483,934,036 90,533,456,219 2,950,477,817

特

別

会

計

企

業

会

計

収益 的

資 本 的

収 益 的

資 本 的

収 益 的

資 本 的

収 益 的

資 本 的

 7,911,997,153 7,146,352,792  765,644,361

 454,880,237 597,748,548 ※1 0

 2,704,006,075 2,222,743,117  481,262,958

 710,790,674 2,486,710,447 ※2 0

 1,926,536,457 1,848,133,866  78,402,591

 1,753,935,757 2,521,076,142 ※2 0

 268,622,935 337,403,114  △ 68,780,179

 76,152,810 76,152,810  0



12
月
定
例
会
は
12
月
7
日
か
ら

23
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
条
例
関
係
議
案
4
件
、

法
定
議
決
議
案
2
件
、
予
算
関
係

議
案
10
件
（
内
、
1
件
冒
頭
議
決
、

1
件
最
終
日
提
案
）
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
議
決
案
件
で
あ
る
議
案

第
54
号　
稲
沢
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て
は
、

7
日
に
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。16

・
17
・
20
日
に
開
催
し
た
総

務
・
文
教
厚
生
・
経
済
建
設
の
各

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。ま

た
、
14
人
の
議
員
が
市
政
全

般
に
対
す
る
質
疑
・
一
般
質
問
を

10・13・14
日
に
行
い
ま
し
た
。

（
主
な
発
言
及
び
答
弁
は
5
ペ
ー

ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
、

議
案
第
69
号　
稲
沢
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
8
号
）
も
含
め
、

今
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
・

第
7
号
・
第
8
号
）
の
主
な
歳
出

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
6
号
（
冒
頭
議
決
）

○
衛
生
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
3
回
目
）
に
係
る
関
係
経
費

2
億
2
0
0
0
万
円

第
7
号

○
総
務
費
及
び
教
育
費

旧
祖
父
江
町
郷
土
資
料
館
は
じ
め

3
施
設
の
解
体
工
事
費38

0
0
万
円

○
民
生
費

公
立
保
育
園
に
お
け
る
空
気
清
浄

機
購
入
に
係
る
経
費

5
0
0
万
円

○
商
工
費

あ
い
ス
タ
認
証
取
得
促
進
支
援
事

業
に
係
る
関
係
経
費　
　
　
　

  

1
9
0
0
万
円

○
消
防
費

消
防
団
詰
所
整
備
に
係
る
土
地
評

価
業
務
委
託
料

4
6
0
万
円

○
教
育
費

小
中
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環
境

整
備
に
係
る
関
係
経
費22

3
0
万
円

学
校
給
食
の
有
機
栽
培
食
品
提
供

に
係
る
関
係
経
費

75
万
円

第
8
号

○
民
生
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業

に
係
る
経
費

2
6
7
0
万
円

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事

業
に
係
る
経
費10

億
3
3
0
0
万
円

※
万
円
未
満
切
り
捨
て

次
の
方
を
任
命
す
る
同
意
案
に

同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
長

広
沢　
憲
治　
氏

（
稲
沢
町
前
田
・
新
任
）

次
の
請
願
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

○
請
願
第
2
号
　
介
護
・
福
祉
・

医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充

に
つ
い
て
の
請
願

12
月
定
例
会
の
最
終
日
に
意
見

書
1
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
意
見
書
案
第
4
号
　
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
の
意
見
書

12
月
定
例
会
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算



…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

杉山太希議員

冨田和音議員

デ
ザ
イ
ン
思
考
と
自
治
体
DX
に

　
つ
い
て

高
校
生
等
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

　
無
料
化
に
つ
い
て

愛
知
県
内
に
お
い
て
、
入
院
・

通
院
と
も
に
、
高
校
生
等
ま
で

子
ど
も
医
療
費
を
無
料
化
し
て

い
る
自
治
体
数
は
。

令
和
3
年
10
月
現
在
、
北
名
古

屋
市
を
は
じ
め
9
市
町
村
あ
り
、

今
後
、
名
古
屋
市
、
岩
倉
市
、

弥
富
市
の
無
料
化
が
決
定
し
て

い
る
。

稲
沢
市
が
高
校
生
等
ま
で
の
通

院
医
療
費
を
、
無
料
化
し
た
場

合
の
費
用
は
。

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
事
務
費

で
約
1
2
0
0
万
円
、
毎
年
の

扶
助
費
が
、
約
1
億
2
千
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

稲
沢
市
に
お
い
て
も
、
高
校
生

等
ま
で
の
医
療
費
を
入
院
・
通

院
と
も
無
料
化
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
均

等
割
を
未
就
学
児
ま
で
5
割
軽

減
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
減
額

の
対
象
を
拡
大
す
る
等
、
さ
ら

な
る
子
育
て
支
援
策
の
考
え
は
。

子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
等
ま

で
の
助
成
に
つ
い
て
、
入
院
は

既
に
実
施
済
み
で
あ
る
が
、
通

院
も
無
料
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。
実
施
の
時
期
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
や
受
給
者
証
の
更
新
時

期
に
合
わ
せ
て
、
令
和
5
年
4

月
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
に
関
連

す
る
条
例
等
の
改
正
を
行
う
予

定
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

高
校
生
等
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
に
つ
い
て
、
5

割
軽
減
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
て
い
き
た
い
。

政
府
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
の

基
本
思
想
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
仕
組

み
を
住
民
目
線
に
置
き
換
え
る

も
の
で
、
そ
れ
ら
の
見
直
し
や

行
政
分
野
の
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
る
。

業
務
改
善
等
を
活
発
化
し
、
よ

り
豊
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
採
用
す
る
等
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
視
点
を
稲
沢

市
も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

業
務
に
精
通
し
た
職
員
自
ら
が
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
視
点
を
も
っ

て
業
務
改
善
を
担
っ
て
い
く
姿

勢
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

自
治
体
DX
推
進
に
つ
い
て
、
総

務
省
は
専
門
的
知
見
を
有
す
る

外
部
人
材
の
活
用
を
促
し
て
い

る
。
稲
沢
市
は
、
外
部
人
材
や
、

Ｚ
世
代
の
若
い
職
員
の
登
用
を

検
討
し
、
積
極
的
に
DX
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
省
が
自
治
体
か
ら
の
求
め

に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
見
を
有

す
る
専
門
家
を
派
遣
す
る
「
地

域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
」
を
活
用
し
、
そ
の
助
言
を

受
け
て
DX
の
推
進
を
始
め
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
担
え
る
人
材
の
育
成

を
図
る
。
ま
た
、
外
部
人
材
の

登
用
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の

動
き
、
他
市
の
状
況
も
見
据
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。



…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

杤本敏子議員

空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
か
ら
の
樹
木
等
の

　
は
み
出
し
へ
の
対
応
に
つ
い
て

稲
沢
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

　
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

空
き
家
か
ら
近
隣
へ
の
樹
木
の

は
み
出
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

ま
ず
現
地
確
認
を
行
い
、
状
況

を
写
真
で
記
録
す
る
。
次
に
、

所
有
者
が
市
内
在
住
の
場
合
は
、

自
宅
を
訪
問
し
是
正
を
依
頼
し
、

市
外
在
住
の
場
合
は
、
状
況
写

真
を
同
封
し
た
依
頼
文
書
を
送

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
登

録
は
あ
る
が
居
住
実
態
が
な
い

場
合
は
、
納
税
義
務
者
を
特
定

し
、
是
正
を
依
頼
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
等
か
ら
市
道
へ
樹

木
や
草
木
が
張
り
出
し
て
い
る

場
合
、
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
。

通
行
に
支
障
が
あ
る
と
の
苦
情

が
あ
っ
た
場
合
、
土
地
所
有
者

の
自
宅
へ
伺
い
、
樹
木
等
の
剪

定
や
草
刈
り
を
す
る
よ
う
に
直

接
指
導
し
て
い
る
。
不
在
の
場

合
や
市
外
在
住
の
場
合
は
、
文

書
で
指
導
し
て
い
る
。

空
き
家
か
ら
近
隣
へ
の
樹
木
の

は
み
出
し
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
樹
枝
や
雑
草
等
の
管
理
に
つ

い
て
の
お
願
い
」
と
い
う
行
政

区
内
で
の
回
覧
に
活
用
で
き
る

も
の
を
公
開
し
て
い
る
が
、
あ

ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
と
思
う
。

行
政
で
対
応
で
き
る
範
囲
に
も

限
界
が
あ
る
の
で
、
地
域
で
も

解
決
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

令
和
3
年
9
月
2
日
に
「
稲
沢

市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
行
っ
た
が
、
ま
ず
ど
の

よ
う
な
事
か
ら
取
り
組
む
の
か
。

導
入
で
き
る
公
共
施
設
の
照
明

器
具
を
来
年
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更

す
る
。ま
た
、公
用
車
の
更
新
時
、

用
途
に
見
合
う
車
種
が
あ
れ
ば
、

電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
自
動

車
の
導
入
を
進
め
る
。
併
せ
て
、

公
共
施
設
へ
の
電
気
自
動
車
等

充
給
電
設
備
の
導
入
や
太
陽
光

発
電
の
導
入
を
促
進
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境

セ
ン
タ
ー
の
発
電
電
力
を
有
効

活
用
し
て
い
く
よ
う
検
討
す
る
。

ご
み
の
量
の
状
況
と
可
燃
ご
み

の
組
成
は
。

前
年
度
比
で
、
事
業
系
可
燃
ご

み
は
減
少
傾
向
だ
が
、
家
庭
系

可
燃
ご
み
量
は
コ
ロ
ナ
禍
で
巣

ご
も
り
消
費
が
増
え
、
微
増
し

た
。
平
成
30
年
12
月
の
調
査
に

お
け
る
可
燃
ご
み
の
組
成
は
、

生
ご
み
が
44
．
4
％
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
類
が
15
．
5
％
、

紙
ご
み
が
12
．
5
％
、
布
類
が

5
．
6
％
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
が
5
．
3
％
、
不
燃

物
類
が
1
．
3
％
、
そ
の
他
可

燃
物
類
が
15
．
4
％
で
あ
る
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
」
が
成
立
し
、
自
治
体
の

努
力
義
務
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
一
括
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
進

め
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

一
括
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
進
め
て

い
き
た
い
が
、
し
ば
ら
く
は
準

備
期
間
を
要
す
る
た
め
、
具
体

的
な
こ
と
は
今
後
周
到
な
準
備

の
も
と
に

決
め
て
い

き
た
い
。

津田敏樹議員



…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

近藤治夫議員

子
ど
も
の
貧
困
・
子
育
て
支
援
に

　
つ
い
て

第
６
次
総
合
計
画
及
び
都
市
計
画

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
化
に
つ
い
て

総
合
計
画
の
自
主
財
源
確
保
の

取
り
組
み
は
。

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
、
企
業

誘
致
な
ど
が
、
市
税
収
入
の
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
増

加
に
繋
が
っ
て
い
く
。
平
成
17

年
度
と
令
和
2
年
度
の
決
算
を

比
較
す
る
と
、
約
10
億
円
の
増

収
と
な
っ
た
が
、
安
定
的
な
財

源
確
保
に
は
、
継
続
的
な
市
内

投
資
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

市
街
化
調
整
区
域
内
地
区
計
画

の
運
用
指
針
見
直
し
後
、
民
間

活
力
の
導
入
状
況
と
課
題
は
。

現
在
、
事
業
者
と
10
件
の
継
続

協
議
を
し
て
い
る
。
事
業
化
に

あ
た
っ
て
は
関
係
機
関
等
と
の

調
整
や
協
議
が
多
く
、
長
期
間

を
要
す
る
が
、
事
業
者
と
の
連

携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。
課

題
の
一
つ
に
調
整
池
整
備
の
事

業
採
算
が
あ
り
、
他
の
助
成
制

度
や
取
り
組
み
と
調
和
を
図
り
、

支
援
の
可
否
を
見
極
め
た
い
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
助
成
制

度
は
。

国
庫
補
助
金
や
市
の
助
成
金
の

制
度
が
あ
る
。
本
市
で
は
、
土

地
区
画
整
理
組
合
助
成
等
要
綱

に
基
づ
き
、
対
象
経
費
の
10
分

の
3
以
内
の
助
成
を
し
、
さ
ら

に
技
術
的
支
援
も
し
て
い
る
。

都
市
計
画
に
な
い
地
区
が
、
組

合
施
行
の
区
画
整
理
を
望
む
場

合
ど
う
な
る
か
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲

が
重
要
で
あ
る
が
、
都
市
計
画

の
考
え
方
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の

必
要
性
を
考
慮
し
、
計
画
の
見

直
し
を
含
め
て
事
業
化
を
判
断

す
る
。

憲
法
第
26
条
は
「
義
務
教
育
は

無
償
」
と
定
め
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
無
償
ど
こ
ろ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
負
担
が
子
育
て
世
代
家

庭
を
襲
っ
て
い
る
。
毎
月
の
負

担
で
大
き
い
の
が
給
食
費
で
あ

る
。
給
食
費
の
負
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

年
間
1
9
0
食
と
す
る
と
、
単

独
調
理
の
場
合
、
小
学
校
4
万

7
5
0
0
円
、
中
学
校
5
万

5
1
0
0
円
に
な
る
。（
共
同

調
理
の
場
合
は
若
干
安
く
な

る
。）

小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

多
額
の
財
政
負
担
が
必
要
と
な

る
た
め
、
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。

3
〜
5
歳
児
の
幼
児
教
育
保
育

料
は
無
償
に
な
っ
た
が
、
給
食

費
は
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
保
育
園
の
給
食
費

も
無
償
に
す
る
べ
き
だ
が
、
ど

う
か
。

無
料
に
す
る
に
は
1
億
4
千
万

円
ほ
ど
必
要
に
な
る
。
今
以
上

の
拡
充
は
難
し
い
。

今
後
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
・

子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
世
帯
へ
の
市
独
自
の
支

援
と
し
て
、
来
年
4
月
か
ら
18

歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
国
保
税
の
均
等
割
を
5
割

減
額
す
る
。

そ
の
他
の
減
免
、
助
成
と
い
っ

た
経
済
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
市
全
体
の
中
で
ど
う
し
て

い
く
か
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

考
え
て
い
く
。

曽我部博隆議員

第３次都市計画
マスタープラン



北村太郎議員

学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

木全信明議員

学
校
運
営
協
議
会
は
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
志
あ

る
方
々
が
学
校
運
営
に
参
加
す

る
協
議
会
で
あ
る
。
そ
の
運
営

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
の
必
要
性
を
答
弁
し
て
い
た

が
、
現
状
と
次
年
以
降
は
ど
の

よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
。

多
く
の
学
校
で
、
地
域
の
住
民

や
関
係
組
織
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
て
い
る
が
、
本
年
度

は
立
ち
上
げ
の
年
で
あ
る
た
め
、

実
際
は
教
頭
が
中
心
と
な
っ
て

会
の
運
営
を
進
め
て
い
る
こ
と

が
多
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
は

全
小
中
学
校
に
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
各
学
校
で
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
て
会
が

運
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
前
打

ち
合
わ
せ
や
研
修
等
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

各
学
校
の
運
営
協
議
会
の
連

絡
・
連
携
、
先
行
自
治
体
・
学

校
等
の
事
例
研
究
の
反
映
等
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
統

括
す
る
専
門
員
が
要
に
な
る
と

思
う
が
、
配
置
の
実
現
性
と
方

向
性
は
。

各
学
校
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
力
量
に
よ
っ
て
、
学
校

間
の
取
り
組
み
に
差
が
出
な
い

よ
う
、
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
学
校
間
を
繋
い
だ
り
、
各

学
校
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
や

助
言
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活

動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
統

括
す
る
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
に

向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
た

い
。

本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
は
。

令
和
3
年
3
月
に
「
い
な
ざ
わ

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
を

策
定
し
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
の
プ
ラ
ン
Ⅱ
の
理
念
を

継
承
し
つ
つ
、
性
的
少
数
者
へ

の
理
解
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
契
機
と
し
た
多

様
で
柔
軟
な
働
き
方
な
ど
、
新

た
な
課
題
に
対
応
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
関
係
部
局
と

横
断
的
に
協
力
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
る
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
に
ど
の

よ
う
に
参
加
し
て
い
る
か
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際

日
で
あ
る
11
月
25
日
に
合
わ
せ

て
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら
11
月

25
日
ま
で
を
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と

し
て
定
め
て
い
る
。

期
間
中
は
国
や
地
方
公
共
団
体
、

女
性
団
体
や
そ
の
他
関
連
団
体

が
連
携
し
て
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
根
絶
を
目
指
し
て
、
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
な
ど
の
啓
発

活
動
を
行
う
。
本
市
の
取
り
組

み
は
、
広
報
11
月
号
に
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
市
役
所
は
じ
め
、
支
所
、

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
大
型
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
た
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
、

こ
の
運
動
を
周
知
す
る
た
め
、

市
内
の
商
業
施
設
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
市
内
の
男
女
共
同
参

画
推
進
団
体
と
啓
発
物
品
の
配

布
を
し
た
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



野々部尚昭議員

稲
沢
市
に
お
い
て
交
通
死
亡
事
故

　
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
校
現
場
の
諸
問
題
に
つ
い
て

平床健一議員

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
促
す

「
お
も
い
や
り
ラ
イ
ト
運
動
」と
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
男
の

子
が
大
切
に
育
て
て
い
た
ひ
ま

わ
り
の
種
を
引
継
ぎ
育
て
る
こ

と
に
よ
り
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
「
ひ
ま
わ
り
の
絆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
稲
沢
市
で

も
啓
発
す
る
こ
と
で
、
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

今
年
か
ら
、
私
は
「
お
も
い
や

り
ラ
イ
ト
運
動
」
を
啓
発
す
る

べ
く
、
元
路
線
バ
ス
を
「
ニ
コ

ニ
コ
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
と
名
付

け
走
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
京

都
府
警
か
ら
ひ
ま
わ
り
の
種
を

分
け
て
頂
き
、
地
元
の
賛
同
者

の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
ひ
ま

わ
り
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
市
で『
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
』

を
目
指
す
た
め
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

日
没
が
早
く
な
る
時
期
の
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
は
、
交
通
事
故

防
止
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

今
後
、
日
没
時
刻
に
合
わ
せ
て

反
射
材
着
用
を
促
す
内
容
も
含

め
庁
内
放
送
等
で
啓
発
を
し
て

い
き
た
い
。
ひ
ま
わ
り
の
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
非
常
に
良
い

取
り
組
み
で
あ
る
。
稲
沢
警
察

署
が
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
本
市

に
お
い
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
含
め
、
交
通
事
故
防
止
を
伝

え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

現
在
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
整
備
率
は
約
50
％
で

あ
る
。
各
学
校
に
よ
っ
て
整
備

状
況
に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
児

童
生
徒
、
保
護
者
、
ま
た
、
教

職
員
の
中
で
も
、
特
に
産
休
前

の
女
性
教
職
員
か
ら
職
員
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
さ
ら
に
進
め
て

ほ
し
い
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

市
は
整
備
を
一
旦
終
わ
っ
た
も

の
と
し
て
い
る
が
、
市
内
全
校

を
対
象
と
し
、
改
め
て
ト
イ
レ

の
洋
式
化
の
再
整
備
計
画
を
作

成
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
今
年

度
中
に
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
を
作
成
し
、
来
年
度
か
ら

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

残
り
全
て
を
一
気
に
整
備
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
整
備
で
き
る
よ
う
、

本
年
度
中
に
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

現
在
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
19
校
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
2
校
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。
現
場
の
声
を

聴
い
て
い
る
と
、
全
市
的
に
不

足
し
て
い
る
と
思
う
。
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
増
員
を
県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
お
い
て
も
市
が
積

極
的
に
増
員
配
置
を
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
相
談
時
間

数
を
増
や
す
よ
う
県
に
要
望
し

て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
、
生

じ
る
問
題
に
確
実
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
実
態
に
合
わ
せ
て
充

実
さ
せ
て
い
く
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



稲沢市ステージアッププラン

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

黒田哲生議員

子
育
て・教
育
へ
の
投
資
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

岡野次男議員

本
市
の
学
校
施
設
は
老
朽
化
が

進
み
、
エ
ア
コ
ン
、
洋
式
ト
イ

レ
の
設
置
率
に
つ
い
て
は
県
内

自
治
体
の
中
で
も
低
い
。
稲
沢

市
の
決
算
総
額
に
占
め
る
子
育

て
教
育
費
の
構
成
比
率
は
27
．

4
％
で
、
県
内
同
規
模
の
6
自

治
体
中
5
位
と
低
い
。
も
っ
と
、

子
育
て
教
育
へ
重
点
配
分
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

扶
助
費
な
ど
義
務
的
経
費
が
増

加
す
る
中
、
子
育
て
・
教
育
の

構
成
比
を
大
幅
に
上
げ
る
こ
と

は
難
し
い
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
事
業
の
効
果
を
見
極
め
、

必
要
な
子
育
て
教
育
施
策
に
重

点
的
に
予
算
配
分
し
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
た
い
。

本
市
の
子
育
て
・
教
育
を
充
実

さ
せ
て
い
く
に
は
、
既
存
設
備

の
有
効
活
用
と
、
子
育
て
・
教

育
に
お
け
る
大
き
な
施
策
を
柱

と
し
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
は

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
保
育
・

幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
対
象
年

齢
の
拡
大
、
中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
セ
ー
フ
テ

ィ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
事
業
に
よ
る

下
校
時
の
安
全
対
策
、
海
外
や

広
島
へ
の
中
学
生
派
遣
事
業
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
の

洋
式
ト
イ
レ
や
エ
ア
コ
ン
の
整

備
は
、
補
助
金
も
活
用
し
な
が

ら
計
画
的
に

整
備
す
る
。

市
の
特
徴
的

な
取
り
組
み

に
つ
い
て
も

継
続
的
に
、

上
手
に
市
内

外
に
PR
し
な

が
ら
進
め
て

い
く
。

人
口
の
社
会
増
を
促
す
た
め
に
、

「
企
業
誘
致
」「
土
地
利
用
」「
リ

ニ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
」「
国
府
宮

駅
周
辺
再
開
発
」
の
4
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
が
出
て
く
る
が
、
抽

象
的
で
具
体
案
が
見
え
な
い
う

え
、
市
内
の
東
西
二
極
化
を
生

む
原
因
に
な
る
と
考
え
る
。
こ

れ
か
ら
の
人
口
推
計
を
見
て
も
、

人
口
増
加
は
困
難
と
推
測
さ
れ

る
。
今
後
の
人
口
減
少
に
対
す

る
課
題
や
明
確
な
施
策
な
ど
、

市
長
の
考
え
は
。

県
内
で
も
低
い
出
生
率
に
対
す

る
危
機
感
か
ら
、「
子
育
て
・

教
育
は
稲
沢
で
！
」
を
掲
げ
て

政
策
を
進
め
て
き
た
。
子
育
て

政
策
の
充
実
に
よ
り
、
社
会
増

に
つ
な
げ
た
か
っ
た
が
、
都
市

間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
困

難
で
、
同
時
に
土
地
利
用
施
策

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
年
間
五
、
六
百
人
の
自
然

減
が
あ
る
か
ら
に
は
、
下
津
の

よ
う
な
大
規
模
な
開
発
を
し
な

け
れ
ば
、
人
口
増
は
困
難
と
考

え
る
。
市
外
か
ら
の
転
入
で
人

口
を
増
加
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

市
街
化
調
整
区
域
で
も
、
条
例

に
よ
り
住
宅
建
設
が
可
能
な
地

域
を
広
げ
る
政
策
や
市
街
化
調

整
区
域
内
の
地
区
計
画
を
可
能

と
す
る
地
区
を
増
や
し
て
き
た
。

今
後
は
、
土
地
利
用
制
限
緩
和

区
域
の
一
層
の
拡
大
や
土
地
区

画
整
理
事
業
地
区
の
拡
大
が
で

き
る
区
域
を
広
げ
る
。

市
内
の
東
西
二
極
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

守
る
努
力
が
必
要
と
考
え
る
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

「子育て・教育」決算構成比率の県内同規模自治体比較
計算式＝［児童福祉費＋教育費］÷［一般会計歳出総額］

A市
B市
C市
D市

稲沢市 29.7% 27.2% 25.5% 30.0% 25.4% 27.4% 5位
E市 23.2% 25.9% 28.8% 36.4% 21.9% 27.1% 6位

H28年
2016
30.4%
28.8%
29.0%
28.0%

H29年
2017
36.5%
30.6%
30.7%
29.2%

H30年
2018
32.8%
28.1%
31.2%
30.8%

R元年
2019
31.0%
30.3%
29.8%
30.1%

R2年
2020
27.6%
30.0%
24.6%
23.9%

31.5%
29.6%
28.7%
28.1%

1位
2位
3位
4位

平均 順位



…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

加藤孝秋議員

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い
て

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

志智　央議員

医
療
的
ケ
ア
児
は
、
預
け
ら
れ

る
保
育
園
や
通
わ
せ
ら
れ
る
学

校
が
少
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て

も
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
、

仕
事
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
医
療
的

ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
稲
沢

市
の
保
育
園
で
の
医
療
的
ケ
ア

児
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
要
請
の
あ
っ
た
ケ
ー

ス
は
、
い
ず
れ
も
頻
繁
に
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
り
、
看
護

師
な
ど
の
専
門
職
の
配
置
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
公
立
保
育

園
で
の
受
け
入
れ
実
績
は
な
い
。

民
間
保
育
園
で
は
、
専
門
職
の

配
置
が
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、

保
護
者
に
は
適
宜
来
園
頂
き
、

必
要
な
医
療
行
為
を
行
い
、
保

育
時
間
中
に
は
、
す
ぐ
に
連
絡

が
取
れ
る
体
制
に
す
る
等
の
協

力
を
頂
き
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

家
か
ら
近
い
保
育
園
に
入
り
、

小
学
校
に
上
が
れ
れ
ば
、
子
ど

も
や
保
護
者
、
地
域
の
人
と
の

繋
が
り
が
生
ま
れ
、
災
害
時
な

ど
助
け
を
受
け
ら
れ
る
。
保
育

園
で
の
受
け
入
れ
を
可
能
に
す

る
体
制
を
整
備
し
て
頂
け
な
い

か
。

令
和
5
年
度
か
ら
「
医
療
的
ケ

ア
児
保
育
支
援
事
業
」
を
活
用

し
、
看
護
師
配
置
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

通
常
の
障
が
い
児
保
育
の
基
準

で
受
け
入
れ
が
可
能
で
、
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
や
導
尿
、
痰
吸
引

等
の
医
療

行
為
が
必

要
な
お
子

さ
ん
を
ま

ず
対
象
と

し
た
い
と

考
え
て
い

る
。

暗
く
な
っ
て
か
ら
の
事
故
が
多

い
が
、
市
内
道
路
の
交
差
点
付

近
の
照
明
を
明
る
く
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

交
差
点
付
近
を
明
る
く
す
る
事

は
、
事
故
防
止
に
一
定
の
効
果

が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

道
路
構
造
令
を
踏
ま
え
て
、
照

明
の
設
置
個
所
を
考
え
た
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
自
転
車
保

険
の
加
入
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
は
。

警
察
と
連
携
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
努
力
義
務
と
自
転
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加
入
の

義
務
化
に
つ
い
て
啓
発
等
を
し

て
き
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

に
つ
い
て
は
、
地
道
な
啓
発
活

動
を
行
い
、
市
民
の
意
識
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
後
付
け
ブ
レ
―

キ
へ
の
補
助
の
現
状
は
。

国
の
補
助
金
は
終
了
し
た
が
、

令
和
3
年
度
末
ま
で
引
き
続
き

県
と
市
の
補
助
事
業
を
行
う
。

運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
対
す

る
支
援
等
は
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
方
に
、
稲
沢
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
接
続
便
の
無
料
乗

車
券
を
交
付
し
て
い
る
。

小
中
学
校
で
の
交
通
安
全
の
指

導
や
取
り
組
み
は
。

「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
よ
る
合
同
点
検
と
学
期

に
一
回
程
度
の
通
学
路
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。



3
月
定
例
会
開
催
予
定

本
会
議
は
、市
役
所
３
階
の
議
場
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

次
回
開
催
の
３
月
定
例
会
会
期
日

程（
案
）を
ご
案
内
し
ま
す
。

３
月4

日（
金
）　
開
会

9
日（
水
）　
質
疑・一般
質
問

10
日（
木
）　
質
疑・一般
質
問

11
日（
金
）　
質
疑・一般
質
問

14
日（
月
）　
質
疑・一般
質
問
予
備
日

15
日（
火
）　
総
務
委
員
会

16
日（
水
）　
文
教
厚
生
委
員
会

17
日（
木
）　
経
済
建
設
委
員
会

22
日（
火
）　
委
員
会
予
備
日

23
日（
水
）　
議
会
運
営
委
員
会

24
日（
木
）　
閉
会

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
対
策
の
た
め
、傍
聴
に
つ

い
て
は
、自
粛
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 請願第２号は曽我部博隆議員が賛成。他の議員については、反対となりました。
※ 服部猛議員は議長のため、採決には加わりません。

 議案第 54号 令和3年度稲沢市一般会計補正予算（第6号） 全員賛成 可決

 議案第 55号 稲沢市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決

 議案第 56号 稲沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決

 議案第 57号 尾張都市計画稲沢下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決

 議案第 58号 稲沢市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決

 議案第 59号 稲沢市公の施設における指定管理者の指定について 全員賛成 可決

 議案第 60号 稲沢市道路線の認定について 全員賛成 可決

 議案第 61号 令和3年度稲沢市一般会計補正予算（第7号） 全員賛成 可決

 議案第 62号 令和3年度稲沢市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 全員賛成 可決

 議案第 63号 令和3年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第2号） 全員賛成 可決

 議案第 64号 令和3年度稲沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 全員賛成 可決

 議案第 65号 令和3年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号） 全員賛成 可決

 議案第 66号 令和3年度稲沢市水道事業会計補正予算（第1号） 全員賛成 可決

 議案第 67号 令和3年度稲沢市公共下水道事業会計補正予算（第1号） 全員賛成 可決

 議案第 68号 令和3年度稲沢市集落排水事業会計補正予算（第1号） 全員賛成 可決

 議案第 69号 令和3年度稲沢市一般会計補正予算（第8号） 全員賛成 可決

（報告）

 報告第 13号 専決処分の報告について

（同意案）

 同意案第 11号 教育長の任命について 全員賛成 可決

（請願）

 請願第 2号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願 賛成少数 不採択

（意見書）

 意見書案第 4号 ヤングケアラーへの支援の充実についての意見書 全員賛成 可決

議案番号 件　　名 議決結果




